
ブ
ラ
ン
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
　秋
田
県「
N
A
M
A
H
A
G
E
ダ
リ
ア
」（秋
田
県
本
部
）

「全国農業高校 お米甲子園2022」に
特別協賛（米穀部）

とれたて元気市広島店で「食農Fes」に
協賛（広島県本部）

外食•中食企業に国産農畜産物の
メニュー提案（営業開発部）

航空輸送で東北産の青果物を
沖縄に直送（全農東北プロジェクト）

JA・部会とサツマイモ「甘太くん」
初出荷式（大分県本部）

世界のお客さまにお菓子を
お届け（JA全農インターナショナル㈱）

大阪府・ミツカンと連携し大阪産をPR
（大阪府本部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ハロー！！ JA全農にいがた

5面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6 

7
面

4

82

3

ＴＡＣパワーアップ大会で表彰された各部門の受賞者ら（６・７面）

業
界
を
け
ん
引
す
る
秋
田
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種「
N
A
M
A
H
A
G
E
ダ
リ

ア
」（
５
面
）

大阪府・ミツカンと連携して作成した「大
阪産な鍋もん・漬もん」冊子（８面）

TAＣパワーアップ大会 2022を開催
持続可能な農業に向けて 創意工夫ある担い手対応を共有（耕種総合対策部）
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News!

「全国農業高校 お米甲子園2022」に特別協賛
日本の食と農の未来を担う次世代を応援 米穀部

　
全
農
は
12
月
3
日
、米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
、「
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
」小
諸
市
大
会
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る「
全
国
農

業
高
校 

お
米
甲
子
園
」（
以
下
、お
米
甲
子
園
）に
特
別
協
賛
し
ま
し

た
。今
年
は
3
年
ぶ
り
の
有
観
客
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
お
米
甲
子
園
」は
、
農
業
の

後
継
者
不
足
・
若
者
の
米
離

れ
が
進
む
中
、
未
来
を
担
う
高

校
生
た
ち
に
日
本
の
お
米
や

米
づ
く
り
に
誇
り
を
持
ち
、
そ

の
発
展
を
目
指
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
農
で
は
そ

の
趣
旨
に
賛
同
し
、2
0
1
9

年
か
ら
特
別
協
賛
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
大
会
は
長
野
県
の
小
諸
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

食
味
部
門
で
は
二
次
審
査
を
進

ん
だ
15
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
新
の
検
査
機
器
や
食
味
の
専

門
家
に
よ
る
評
価
を
受
け
、
群

馬
県
立
利
根
実
業
高
校
の
出
品

し
た「
ゆ
う
だ
い
21
」が
最
高

金
賞
を
受
賞
し
、
全
農
の
高
尾

雅
之
常
務
よ
り
副
賞
と
し
て
全

農
賞（
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
の
す

き
焼
き
肉
、
全
農
オ
リ
ジ
ナ
ル

ラ
ン
チ
バ
ッ
グ
）を
贈
呈
し
ま

し
た
。
今
後
も
日
本
の
食
と
農

の
未
来
を
担
う
次
世
代
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

最高金賞を受賞した群馬県立利根実業高校の代表および関係者と高尾常務（前列左から2人目）

News!

とれたて元気市広島店で「食農Fes」に協賛
農青連・女性協が合同イベント　地元農畜産物の魅力をPR 広島県本部

　

広
島
県
本
部
は
、
Ｊ
Ａ
広
島
農
青
連（
農
青
連
）と
Ｊ
Ａ
広
島
県

女
性
組
織
協
議
会（
女
性
協
）主
催
の「
食
農
F
e
s
」に
協
賛
し
、

11
月
26
日
に
広
島
県
本
部
が
運
営
す
る
産
直
市「
と
れ
た
て
元
気
市

広
島
店
」（
広
島
市
安
佐
南
区
）で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
農
青
連
に
よ

る
杵き

ね

つ
き
餅
、
女
性
協
に
よ
る

サ
ト
イ
モ
コ
ロ
ッ
ケ
や
米
粉
ピ

ザ
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
来
店

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

同
店
2
階
で
は
、
親
子
で

体
験
で
き
る
野
菜
苗
の
寄
せ

植
え
教
室
や
、「
農
業
声
優
」

M
a
c
h
i
c
o
さ
ん
に
よ
る

〝
食
〟が
テ
ー
マ
の
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
は
な
く
、
保
護
者
に

も
好
評
で
し
た
。

　
農
青
連
・
女
性
協
の
合
同
イ

ベ
ン
ト
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

農
青
連
の
武
内
誠
委
員
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
県
内
産
の
農
畜
産

物
の
魅
力
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し

て
、
次
世
代
に
も
地
産
地
消
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

農
青
連
の
盟
友
と
一
緒
に
餅
を
販
売
す

る
M
a
c
h
i
c
o
さ
ん

「
と
れ
た
て
元
気
市
広
島
店
」の
前
で

記
念
写
真
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News!

外食·中食企業に国産農畜産物のメニュー提案
JFフードサービスバイヤーズ商談会に全農グループで出展 営業開発部

　
全
農
は
11
月
15
日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た「
Ｊ
Ｆ
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
バ
イ
ヤ
ー
ズ
商
談
会
２
０
２
２
」に
、
全
農
グ
ル
ー
プ
6
社
・

福
島
県
本
部
と
共
同
出
展
し
、外
食
企
業
に
向
け
た
メ
ニ
ュ
ー
提
案

を
中
心
に
、各
社
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

本
商
談
会
は（
一
社
）日
本

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
協
会
が
外

食
・
中
食
企
業
向
け
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
１
５
２
社

が
出
展
し
、１
６
５
１
人
が
来

場
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
グ

ル
ー
プ
各
社
の
商
品
に
つ
い
て

「
季
節
性
」「
産
地
」「
こ
だ
わ
り
」

な
ど
の
付
加
価
値
を
説
明
し
、

バ
イ
ヤ
ー
に
国
産
農
畜
産
物
の

魅
力
や
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　
展
示
で
は
国
産
素
材
を
使
っ

た
各
社
の
商
品
を
コ
ラ
ボ
し
て

20
種
の
こ
だ
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
を

作
成
・
陳
列
し
ま
し
た
。
中
で

も
国
産
大
豆
を
使
っ
た
プ
ラ
ン

ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
や
、
米
粉
パ

ン
な
ど
の
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
は

来
場
者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
黒
毛
和
牛
の

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
や
産
地
を
う

た
っ
た
果
汁
飲
料
な
ど
に
つ
い

て
、
商
談
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
後
は
会
期
中
に
名
刺
交
換

し
た
約
１
０
０
人
の
来
場
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
取
引
先
へ

の
営
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
各
社
の
商
品
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
展
示
し
て
P
R

※
出
展
社
＝
全
国
農
協
食
品
、
全
農
パ
ー

ル
ラ
イ
ス
、Ｊ
Ａ
全
農
た
ま
ご
、Ｊ
Ａ
全

農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
、
全
農
チ
キ
ン
フ
ー

ズ
、
協
同
乳
業
、
福
島
県
本
部
、
営
業
開

発
部

News!

航空輸送で東北産の青果物を沖縄に直送
遠方への配送ルートの確立と新規販路の拡大を目指す 全農東北プロジェクト

　
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
11
月
23
～
27
日
、J
A
お
き
な
わ
が

運
営
す
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
う
ま
ん
ち
ゅ
市
場
」の
20

周
年
祭
に
合
わ
せ
、
㈱
A
N
A 

C
a
r
g
o
を
活
用
し
た
東
北
の

青
果
物
輸
送
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
J
A
お
き
な
わ
か
ら「
東
北

の
旬
の
青
果
物
を
販
売
し
た

い
」と
の
要
望
を
受
け
、
青
森

県
産
リ
ン
ゴ
3
品
種（
サ
ン
ふ

じ
、
王
林
、
サ
ン
ジ
ョ
ナ
）を

直
売
所
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
㈱
A
N
A 

C

 
a
 r 

g
o
の
協
力
を
得
て
、
東
北
産

品
を
沖
縄
ま
で
航
空
便
を
活
用

し
て
物
流
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
東
北
の
青
果
物
を
よ

り
早
く
お
届
け
し
、
鮮
度
が
良

い
状
態
で
店
頭
に
並
べ
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
実

現
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
こ
れ
ま
で
の
宅
配
便
配
送

で
は
成
し
得
な
か
っ
た「
鮮
度
」

と「
物
量
」と「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」

の
三
つ
の
課
題
解
決
を
図
る
た

め
の
航
空
便
活
用
の
実
証
試
験

で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
東
北

産
品
の
通
常
配
送
ル
ー
ト
で
は

で
き
な
か
っ
た
販
路
拡
大
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
ス
ム
ー
ズ
な
輸
送
手

法
の
確
立
に
よ
り
、
東
北
各
県

か
ら
の
青
果
物
販
売
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

「
う
ま
ん
ち
ゅ
市
場
」で
の
東
北
産
青

果
物
コ
ー
ナ
ー

販
売
し
た
青
森
県
産
リ
ン
ゴ
３
品
種
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News!

世界のお客さまにお菓子をお届け
サブスクのボックス社と連携しニッポンエール商品など輸出 JA全農インターナショナル㈱

　
J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
は
、
菓
子
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン（
定
期
購
入
）サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
Bボ

ッ

ク

ス

o
k
k
s
u
㈱
と

連
携
し
、全
農
ブ
ラ
ン
ド
の「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
」商
品
を
中
心
に
、日

本
産
加
工
食
品
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ボ
ッ
ク
ス
社
は
、
米
国
を
中

心
と
し
た
海
外
の
個
人
客
向
け

に
、日
本
の
菓
子
や
茶
を「
箱
」

に
詰
め
て
毎
月
販
売
す
る
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

型
の
越
境
E
C
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
の
テ
ー
マ
に
合

わ
せ
た
菓
子
を
詰
め
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
、

箱
に
は
菓
子
の
情
報
や
日
本
文

化
を
紹
介
す
る
小
冊
子「
カ
ル

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
」も
入
れ
て
お

り
、
菓
子
を
届
け
る
だ
け
で
は

な
く
日
本
文
化
を
伝
え
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
か
ら
は
、J
A
グ
ル
ー
プ

の
菓
子
を
提
案
し
、過
去
に
ニ
ッ

ポ
ン
エ
ー
ル
商
品「
夕
張
メ
ロ

ン
ジ
ュ
レ
シ
ョ
コ
ラ
」や「
徳
島

県
産
す
だ
ち
グ
ミ
」、ラ
ン
グ
ド

シ
ャ
な
ど
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
1
月
の
商
品
の
一

つ
と
し
て「
大
分
県
産
完
熟
か

ぼ
す
グ
ミ
」が
海
外
に
届
け
ら
れ

る
予
定
で
す
。今
後
も
ボ
ッ
ク
ス

社
と
の
連
携
を
強
化
し
、
日
本

産
加
工
食
品
の
輸
出
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル「
徳
島
県
産
す
だ
ち
グ

ミ
」

「
M
i
d
o
r
i 

M

 

o

 

m

 

e

 
n
 t 

s
」を
テ
ー
マ
に
し
た
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス

News!

JA・部会とサツマイモ「甘太くん」初出荷式
九州地区のローソン 152 店舗で焼き芋を発売 大分県本部

　
大
分
県
本
部
は
11
月
17
日
、Ｊ
Ａ
お
お
い
た「
甘か

ん
た太

く
ん
部
会
」、

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
と
と
も
に
大
分
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
サ
ツ
マ
イ

モ「
甘
太
く
ん
」の
初
出
荷
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
甘
太
く
ん
」は
県
産「
べ
に

は
る
か
」を
収
穫
後
40
日
以
上
貯

蔵
す
る
こ
と
で
、
ぐ
っ
と
甘
み

を
増
加
さ
せ
た
県
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
の
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
。

Ｊ
Ａ
お
お
い
た「
甘
太
く
ん
部

会
」が
毎
年
解
禁
日
を
設
け
て
出

荷
し
て
い
ま
す
。販
売
開
始
か
ら

15
周
年
と
な
っ
た
今
年
は
、
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着

ぐ
る
み
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
か
ら
九
州
地
区
の

ロ
ー
ソ
ン
1
5
2
店
舗
で「
焼

き
い
も（
甘
太
く
ん
）」の
販
売

が
始
ま
り
、
大
分
市
内
の
ロ
ー

ソ
ン
で
は
解
禁
式
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。式
典
後
は
関
係
者
ら
に

加
え
、幼
稚
園
児
た
ち
に「
焼
き

い
も（
甘
太
く
ん
）」を
配
布
し
、

そ
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
九
州
地
区
の
ロ
ー
ソ
ン
で
は
、

2
0
1
1
年
か
ら
専
用
什じ

ゅ
う
き器

を

導
入
し「
甘
太
く
ん
」の
焼
き
芋

を
販
売
し
て
い
ま
す
。高
い
糖
度

と
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
が
特

長
で
、
15
年
以
降
は
年
間
30
万

本
以
上
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

初出荷式に参加した関係者ら

園児たちに焼き芋を配布するローソン店員
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秋
田
県
が
花
き
の「
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
開
発
」に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

気
候
・
風
土
に
適
し
た
品
目
と
し
て
選

定
し
た
の
が「
ダ
リ
ア
」で
し
た
。
県
内

に
は
秋
田
国
際
ダ
リ
ア
園
が
あ
る
こ
と

も
理
由
の一つ
。
世
界
的
に
著
名
な
ダ

リ
ア
育
種
家
の
鷲
澤
幸
治
氏（
秋
田
国

際
ダ
リ
ア
園
現
会
長
）に
依
頼
し
て
開

発
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
リ
ア
の
開
発
は
、
多

種
多
様
な
品
種
か
ら「
本
当
に
売
れ
る

品
種
」を
ど
う
選
ぶ
か
が
大
き
な
課

題
。
こ
れ
を
解
決
し
た
の
が
、「
欲
し
い

人
に
選
ん
で
も
ら
え
ば
いい
」と
い
う
考

え
か
ら
発
案
し
た「
秋
田
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
ダ
リ
ア
選
抜
総
選
挙
」で
し
た
。

　
選
抜
総
選
挙
の
仕
組
み
は
、
秋
田

国
際
ダ
リ
ア
園
で
開
発
さ
れ
る
年
間

約
1
0
0
0
個
体
か
ら
、
特
に
有
望

と
思
わ
れ
る
30
品
種
程
度
を
選
び
、

東
京
・
大
田
市
場
へ
持
ち
込
ん
で「
選

抜
総
選
挙
」と
題
し
た
人
気
投
票
を

実
施
し
、
上
位
品
種
を
中
心
に
秋
田

で
の
最
終
選
考
会
で
1
〜
3
品
種
程

度
を「
N
A
M
A
H
A
G
E
ダ
リ
ア
」

に
選
抜
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
花
は

フ
ァッ
シ
ョン
と
同
様
、
色
や
形
な
ど
の

流
行
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

重
視
し
、
選
ば
れ
た
品
種
は
翌
年
デ
ビ

ュー
し
ま
す（
現
在
は
2
年
後
）。

　
N
A
M
A
H
A
G
E
シ
リ
ー
ズ
に

は
、
全
て
名
前
の
冠
に「
N
A
M
A
H

A
G
E
」が
付
い
て
い
ま
す
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、①
秋
田
を
連
想
さ

せ
る
名
前
②
ダ
リ
ア
の
豪
華
さ
に
負
け

な
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
名
前
③一度
聞

い
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
名
前
――
の
三
つ

の
条
件
を
満
た
す「
N
A
M
A
H

A
G
E
」に
決
定
し
ま
し
た
。
現
在
ま

で
に
39
品
種
が
開
発
さ
れ
て
い
て
、
中

に
は
米
国
の
前
大
統
領
就
任
時
に
命

名
さ
れ
た「
N
A
M
A
H
A
G
E
ト
ラ

ン
プ
」や
2
0
1
8
年
夏
の
甲
子
園
に

出
場
し
た
秋
田
県
立
金
足
農
業
高
校

の
吉
田
輝
星
投
手
の
活
躍
に
ち
な
ん
で

命
名
さ
れ
た「
N
A
M
A
H
A
G
E
コ

ウ
セ
イ
」な
ど
の
名
前
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
N
A
M
A
H
A
G
E
ダ
リ

ア
」で
は
印
象
的
な
ポ
ス
タ
ー
が
毎
年

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
あ
き
た
の
は
な
嫁
」。
大
事
に
育
て
た

わ
が
子
を
お
嫁
に
出
す
と
き
の
思
い

と
、
農
家
が
誠
心
誠
意
、
心
を
込
め
て

育
て
た
ダ
リ
ア
を
出
荷
す
る
時
の
思
い

を
重
ね
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
は

実
際
そ
の
年
に
結
婚
さ
れ
る
花
嫁
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　「
N
A
M
A
H
A
G
E
ダ
リ
ア
」が

デ
ビ
ュ
ー
し
て
10
年
。
県
内
の
ダ
リ
ア

栽
培
面
積
は
日
本
一で
す
が
出
荷
量

は
全
国
5
位
に
と
ど
ま
り（
2
0

1
9
年
統
計
）、
収
量
の
少
な
さ
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
排
水
不
良

や
夏
の
暑
さ
に
よ
る
生
育
不
良
な
ど

が
要
因
と
な
って
お
り
、
土
壌
改
良
や

種
苗
更
新
、
研
修
会
な
ど
を
通
し
て

単
収
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

栽
培
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
指

導
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強
化
を
図
る

こ
と
で
ダ
リ
ア
出
荷
量
日
本
一を
目
指

し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
ヒス
ト
リ
ー
13

品
種
決
定
は「
選
抜
総
選
挙
」

冠
名
に
込
め
る
思
い

出
荷
量
日
本一へ
技
術
向
上

　「
N
A
M
A
H
A
G
E
ダ
リ
ア
」は
秋
田
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
と
し
て

2
0
1
2
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
を
契
機
に
県
産
ダ
リ
ア
の
全

国
的
知
名
度
は
向
上
。
毎
年
新
し
い
品
種
が
開
発
さ
れ
、
常
に
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
品
種
を
市
場
投
入
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ダ
リ
ア
業
界
を
け
ん
引

す
る
品
種
群
・
シ
リ
ー
ズ
と
な
って
い
ま
す
。（
※
N
A
M
A
H
A
G
E
は
秋

田
県
の
登
録
商
標
で
す
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
秋
田
県
本
部
】

秋
田
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種「
N
A
M
A
H
A
G
E
ダ
リ
ア
」

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
10
周
年
、業
界
け
ん
引
す
る
シ
リ
ー
ズ
に

な
　
　
　
ま
　
　
　
は
　
　
　
げ

業界をけん引する「NAMAHAGEダリア」

毎年作成する「NAMAHAGE
ダリア」のポスター
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分
科
会
で
は「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力

強
化
」「
地
域
の
労
働
力
対
策
」「
農

家
手
取
り
最
大
化
」「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
強
化
」の

五
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論

が
展
開
さ
れ
、
普
段
接
し
な
い
他
県
・

他
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
の
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

　
全
農
で
は
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の

原
点
で
あ
る「
担
い
手
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
上
げ
て
い
く
」
を
胸
に
、

T
A
C
と
担
い
手
が
相
互
に
不
可
欠

な
存
在
と
し
て
地
域
農
業
の
未
来
を

描
い
て
い
け
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
と
し
て
表
彰
し
ま

し
た
。

　
取
り
組
み
事
例
発
表
で
は
、
受
賞

者
よ
り
生
産
振
興
や
ス
マ
ー
ト
農
業
、

省
力
・
低
コ
ス
ト
資
材
の
導
入
提
案
、

農
家
の
経
営
支
援
な
ど
幅
広
い
担
い

手
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

多
様
な
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も

紹
介
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は「
近
大
マ
グ
ロ
」を

起
用
し
た
広
告
な
ど
で
数
多
く
の
広

告
賞
を
受
賞
し
た
近
畿
大
学
東
京
セ

ン
タ
ー
事
務
部
長
の
加
藤
公
代
氏
が

登
壇
。「
知
と
汗
と
涙
の
近
大
流
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
近
畿
大
学
に
お
け
る
学
内
連
携

を
含
め
た
広
報
展
開
と
そ
の
成
功
要

因
、「『
伝
え
た
』で
は
な
く『
伝
わ
っ

た
か
』」
と
い
う
点
を
重
視
し
た
取
り

組
み
の
成
果
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
大
会
は
、「
地
域
の
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
業
の
実

現
」「
創
意
工
夫
あ
る
出
向
く
活
動
に

よ
る
担
い
手
の
所
得
増
大
と
生
産
基

盤
の
強
化
」「
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
基
盤
の
強

化
に
よ
る
担
い
手
満
足
度
向
上
と
事

業
利
用
の
拡
大
」を
テ
ー
マ
に
活
動
表

彰
や
取
り
組
み
事
例
発
表
、
分
科
会

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
好
評
を
博
し
た「
県

域
サ
テ
ラ
イ
ト
企
画
」を
本
年
も
実

施
し
、
県
域
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
視

聴
し
て
い
る
方
々
と
本
会
場
を
つ
な

ぎ
、日
ご
ろ
の
T
A
C
活
動
の
取
り

組
み
や
全
国
の
T
A
C
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
全
農
会
長
賞
の

J
A
金
沢
市
を
は
じ
め
と
し
て
Ｊ
Ａ

部
門
4
Ｊ
Ａ
、Ｔ
Ａ
Ｃ
部
門
10
人
を
表

彰
し
た
他
、
過
去
の
大
会
で
全
国
表

彰
を
3
回
以
上
受
賞
し
、
T
A
C
の

活
動
を
高
い
レ
ベ
ル
で
継
続
し
て
い
る

兵
庫
県
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
を
Ｔ
Ａ
Ｃ
ト
ッ

　
全
農
は
11
月
17
、
18
日
、新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で「
T
A
C
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
大
会
２
０
２
２
」を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
地
域
農
業
の
担
い
手
に

出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）や
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
者
、Ｊ
Ａ
役
員
、担
い
手
、関

係
機
関
な
ど
2
8
0
人
が
参
加
し
た
他
、各
県
に
設
置
し
た
県
域
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
か
ら
も
多
く
の
方
が
視
聴
し
ま
し
た
。

持続可能な農業の実現に向けて 創意工夫ある  担い手対応の取り組みを全国で共有
TACパワーアップ大会 ２０２2を開催

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、

 

一
、担
い
手
と
と
も
に
歩
み
、5
年
後
、10
年
後
に

　
　
つ
な
が
る
地
域
農
業
を
カ
タ
チ
づ
く
り
ま
す
。 

 

一
、担
い
手
の
経
営･

生
産
基
盤
強
化
に
つ
な
が
る

 

積
極
的
な「
出
向
く
活
動
」を
展
開
し
ま
す
。 

 

一
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
結
集
し
、 

　
　
担
い
手
の
負
託
に
応
え
ま
す
。

ＴＡＣトップランナーズＪＡ
兵庫県　たじま農業協同組合

石川県　金沢市農業協同組合

JA部門

TACパワーアップ大会2022活動表彰
審査委員会 審査結果 大会宣言

受賞者らの集合写真
菅野会長から表彰状を受け取るＪＡ金沢市の武
藤昌弘専務

取り組みを紹介する兵庫県ＪＡたじまの小西明彦営農生産部長
分科会で活発に議論する参加者
基調講演をする近畿大学の加藤公代氏

1

2

3

4
5 1

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

TAC部門

岩手県　岩手中央農業協同組合
石川県　松任市農業協同組合
島根県　島根県農業協同組合

【優秀賞】
米田　菜摘 氏
中田　昌孝 氏
片寄　俊一 氏

埼玉県　埼玉中央農業協同組合
埼玉県　ほくさい農業協同組合
石川県　石川かほく農業協同組合
滋賀県　レーク滋賀農業協同組合
兵庫県　兵庫みらい農業協同組合
島根県　島根県農業協同組合
熊本県　本渡五和農業協同組合

【優良賞】

北海道　あさひかわ農業協同組合
福岡県　にじ農業協同組合　　　　　　　　　
熊本県　阿蘇農業協同組合　　　　　　　　　

【優良賞】

内野　 悟 氏
井ノ山俊輔 氏
山本　裕介 氏
西村　聡司 氏
井上　貴男 氏
永井　裕二 氏
山下　清弥 氏

24

35

【全農会長賞】
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分
科
会
で
は「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力

強
化
」「
地
域
の
労
働
力
対
策
」「
農

家
手
取
り
最
大
化
」「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
強
化
」の

五
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論

が
展
開
さ
れ
、
普
段
接
し
な
い
他
県
・

他
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
の
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

　
全
農
で
は
今
後
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の

原
点
で
あ
る「
担
い
手
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
上
げ
て
い
く
」
を
胸
に
、

T
A
C
と
担
い
手
が
相
互
に
不
可
欠

な
存
在
と
し
て
地
域
農
業
の
未
来
を

描
い
て
い
け
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｊ
Ａ
と
し
て
表
彰
し
ま

し
た
。

　
取
り
組
み
事
例
発
表
で
は
、
受
賞

者
よ
り
生
産
振
興
や
ス
マ
ー
ト
農
業
、

省
力
・
低
コ
ス
ト
資
材
の
導
入
提
案
、

農
家
の
経
営
支
援
な
ど
幅
広
い
担
い

手
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

多
様
な
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も

紹
介
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は「
近
大
マ
グ
ロ
」を

起
用
し
た
広
告
な
ど
で
数
多
く
の
広

告
賞
を
受
賞
し
た
近
畿
大
学
東
京
セ

ン
タ
ー
事
務
部
長
の
加
藤
公
代
氏
が

登
壇
。「
知
と
汗
と
涙
の
近
大
流
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
近
畿
大
学
に
お
け
る
学
内
連
携

を
含
め
た
広
報
展
開
と
そ
の
成
功
要

因
、「『
伝
え
た
』で
は
な
く『
伝
わ
っ

た
か
』」
と
い
う
点
を
重
視
し
た
取
り

組
み
の
成
果
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
大
会
は
、「
地
域
の
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
業
の
実

現
」「
創
意
工
夫
あ
る
出
向
く
活
動
に

よ
る
担
い
手
の
所
得
増
大
と
生
産
基

盤
の
強
化
」「
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
基
盤
の
強

化
に
よ
る
担
い
手
満
足
度
向
上
と
事

業
利
用
の
拡
大
」を
テ
ー
マ
に
活
動
表

彰
や
取
り
組
み
事
例
発
表
、
分
科
会

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
好
評
を
博
し
た「
県

域
サ
テ
ラ
イ
ト
企
画
」を
本
年
も
実

施
し
、
県
域
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
視

聴
し
て
い
る
方
々
と
本
会
場
を
つ
な

ぎ
、日
ご
ろ
の
T
A
C
活
動
の
取
り

組
み
や
全
国
の
T
A
C
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
全
農
会
長
賞
の

J
A
金
沢
市
を
は
じ
め
と
し
て
Ｊ
Ａ

部
門
4
Ｊ
Ａ
、Ｔ
Ａ
Ｃ
部
門
10
人
を
表

彰
し
た
他
、
過
去
の
大
会
で
全
国
表

彰
を
3
回
以
上
受
賞
し
、
T
A
C
の

活
動
を
高
い
レ
ベ
ル
で
継
続
し
て
い
る

兵
庫
県
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
を
Ｔ
Ａ
Ｃ
ト
ッ

　
全
農
は
11
月
17
、
18
日
、新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で「
T
A
C
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
大
会
２
０
２
２
」を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
地
域
農
業
の
担
い
手
に

出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）や
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
者
、Ｊ
Ａ
役
員
、担
い
手
、関
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方
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ま
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。

持続可能な農業の実現に向けて 創意工夫ある  担い手対応の取り組みを全国で共有
TACパワーアップ大会 ２０２2を開催

我
々
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、

 

一
、担
い
手
と
と
も
に
歩
み
、5
年
後
、10
年
後
に

　
　
つ
な
が
る
地
域
農
業
を
カ
タ
チ
づ
く
り
ま
す
。 

 

一
、担
い
手
の
経
営･

生
産
基
盤
強
化
に
つ
な
が
る

 

積
極
的
な「
出
向
く
活
動
」を
展
開
し
ま
す
。 

 

一
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
結
集
し
、 

　
　
担
い
手
の
負
託
に
応
え
ま
す
。

ＴＡＣトップランナーズＪＡ
兵庫県　たじま農業協同組合

石川県　金沢市農業協同組合

JA部門

TACパワーアップ大会2022活動表彰
審査委員会 審査結果 大会宣言

受賞者らの集合写真
菅野会長から表彰状を受け取るＪＡ金沢市の武
藤昌弘専務

取り組みを紹介する兵庫県ＪＡたじまの小西明彦営農生産部長
分科会で活発に議論する参加者
基調講演をする近畿大学の加藤公代氏

1

2

3

4
5 1

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

TAC部門

岩手県　岩手中央農業協同組合
石川県　松任市農業協同組合
島根県　島根県農業協同組合

【優秀賞】
米田　菜摘 氏
中田　昌孝 氏
片寄　俊一 氏

埼玉県　埼玉中央農業協同組合
埼玉県　ほくさい農業協同組合
石川県　石川かほく農業協同組合
滋賀県　レーク滋賀農業協同組合
兵庫県　兵庫みらい農業協同組合
島根県　島根県農業協同組合
熊本県　本渡五和農業協同組合

【優良賞】

北海道　あさひかわ農業協同組合
福岡県　にじ農業協同組合　　　　　　　　　
熊本県　阿蘇農業協同組合　　　　　　　　　

【優良賞】

内野　 悟 氏
井ノ山俊輔 氏
山本　裕介 氏
西村　聡司 氏
井上　貴男 氏
永井　裕二 氏
山下　清弥 氏

24

35

【全農会長賞】
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ハロー！！ JA全農にいがた

　砂里芋は、新潟県新発田市と聖籠町の砂地で栽培され、
JA北越後によって商標登録されているサトイモです。砂地で
作ることにより、芋肌がきれいで中身が白く、うまみがのった
サトイモが収穫されます。
　身が締まって煮崩れしにくいため、定番の煮物や揚げ物の
ほか、汁物やグラタンやコロッケにしてもおいしくいただけま
す。キメ細かな肉質と、ぬめり感の強いもっちりとした砂里芋
の食感をお楽しみください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

サトイモ 砂里芋（さりいも） 秀品2.5kg 
2Lサイズ……4300円（税込み）

JA全農提供　BS朝日（BS５チャンネル）
俳優工藤阿須加さんが農家へ転身した様 な々人の“就農のリアル”に迫ります！
毎週水曜22:00～22:30放送

さりいも

大阪府･ミツカンと連携し大阪産をＰＲ
野菜不足解消へ めっちゃ大阪産な「鍋もん」「漬もん」レシピ

もん

　大阪府本部は、大阪府、㈱Miz
kan（ミツカン）と連携し、簡単調理
で野菜不足の解消を目指す取り組
みとして、大阪産を使用したお手軽
レシピを紹介し、大阪産のPRに取り
組んでいます。　　 【大阪府本部】

　大阪には「もったいない文化」があ
り、「残さずに食べる」「賞味期限切
れは自己判断する」など、食品ロスに
対する意識が高い傾向にあります。
一方で、１日当たりの野菜摂取量は
全国平均と比べ少なく、その理由と
しては「野菜を料理するのが面倒くさ

い」という声が多く挙げられています。
　紹介しているレシピは、「めっちゃ！ 
大阪産な鍋もん」「めっちゃ！ 大阪産
な漬もん」と題し、お手軽に野菜が
摂取できるものばかりです。
　ミツカンのHPと小冊子で、「鍋も
ん」のレシピとして、関西人独自の食
文化を生かした「関西の方向け」と、
大阪のド定番鍋をアレンジした「関東
の方向け」を紹介しています。鍋で
余った野菜を活用して作る「漬もん」
も併せて紹介しています。すべて簡
単に調理ができますので、ぜひお試
しください。

もん

レシピの
詳細は
こちらから

ミツカンHP

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント
応募は番組ホームページで受け付け中

応募締め切りは12月24日の放送
でランキング1位の曲が発表される
までです。

JAタウン
ショップ名

酪市酪座
～うしさんからの
おすそわけ～

こちらの商品はＪＡタウンからご購入いただけます。

　12月24日放送では、「抹茶ミルク」1ケース（24本入り）を3名様にプレゼントします。主要原材
料は全て国産を使用。50%以上使用の牛乳はもちろん、京都府産茶葉100％の
宇治抹茶「抹濃」、やさしい甘みに特徴のある北海道産の「てん菜糖」など、日本全
国のえりすぐりの原料にもこだわりました。抹濃特有の豊かな香りを楽しんでもらうた
め飲み口の広いアルミ缶を採用し、側面には全国から募集した酪農や牛乳に関す
る川柳や、キャップ部には酪農家がデザインしたかわいい乳牛の絵を掲載しました。
　また、ＪＡタウンギフトカード5000円分を1名様にプレゼントします。

【広報・調査部】

まっこい

「〆はたこ焼きで！ 泉州きくなの豚
しゃぶ」（関東の方向け「鍋もん」）

大阪産な鍋もん･
漬もん冊子

休刊のお知らせ
12月26日号は休刊いたします。
次は1月1日号です。 8


